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呼 吸 器 感 染 症 に対 す るritipenem acoxilの 臨 床 的 検 討
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ペ ネム系の 新 しい経 口抗生物質で あ るritipenem acoxilを 呼 吸器感 染症6例 に投与 し,そ の臨床効

果 および安全性 について検討 した。

疾患 の内訳 は,肺 炎1例,下 気道 感染症5例 であ る。 臨床 効果は,有 効5例,無 効1例 であ った。副

作用,臨 床検 査値異常 は,認 め られなか った。
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Ritipenem acoxil (RIPM-AC)は,新 しいペネム系

の経 口抗生物質であり,主 に腸管壁のエステラーゼによ

り加水分解されて活性なritipenem(RIPM)と な り循

環血中に移行するプロ ドラッグである1)。

RIPMは 各種β-ラ クタマーゼに安定であり,グ ラム

陽性菌,グ ラム陰性菌に広範囲な抗菌スペク トルを有 し

ている1)。

今回,RIPM-ACを 呼吸器感染症 に使用 し,そ の臨

床効果および副作用を検討 した。

対象患者は,平 成4年11月 か ら平成5年9月 までの

間に当科を受診 し,本 剤投与の同意の得 られた21歳 か

ら69歳(平 均年齢48歳)の 呼吸器感染症6例 で,男2

例,女4例 である。

疾患の内訳は,肺 炎1例,下 気道感染症5例(急 性気

管支炎2例,気 管支拡張症2例,肺 気腫症の2次 感染1

例)で ある。

投与方法はRIPM-ACを1回200mg,1日3回 経 口

投与 した。投与 日数 は,7～14日 間(平 均8.2日 間),

総投与量は4.0～8.4g(平 均4.9g)で あった。

臨床効果は,下 気道感染症では,1日 痰量,痰 性状,

細菌学的効果,血 沈,CRP,白 血球数などを,肺 炎で

は,熱 型,胸 部X線 像,血 沈,CRP,白 血球数,細 菌

学的効果な どを総合的に判定 し,著 効,有 効,や や有

効,無 効,判 定不能の5段 階に判定 した。細菌学的効果

は起炎菌の推移により消失,減 少,菌 交代,不 変,判 定

不能の5段 階に判定 した。副作用については,発 熱,発

疹,消 化器症状な どの臨床症状,血 液像,肝 ・腎機能な

どをRIPM-ACの 投与前後で調べた。

RIPM-ACの 臨床 成績 をTable 1に 示 した。臨床効

果は肺炎1例 は,有 効,下 気道感染症5例 では,有 効4

例,無 効1例 であ り,全 体では6例 中有効5例,無 効1

例で あ った。

細 菌学 的 効 果 は,Haemqphilus influenzae 2例 で

は,1例 消 失,1例 不 変で あ った。

起 炎 菌別 の臨床 効果 は,H.influenzaeの 検 出された

2例 で は,1例 有 効,1例 無 効で あ った。

本剤 によ ると考 え られ る副作用,臨 床 検査値異常変動

は認 め られ なか った(Table 2)。

今 回,呼 吸器 感染 症6例 を対 象 にRIPM-ACの 臨床

的検 討を行 った。 有効5例,無 効1例 と,良 好な成績で

あ った。

H.influenzaeが2例 検 出 され,肺 炎 の1例 は 丑

influenzaeが 除 菌 され 臨 床効 果 も有 効 で あ ったが,下

気 道感 染症 の1例(No.6)はH.infzuenzaeは 不 変で

臨 床効 果 も無効 で あ った。RIPMの 臨 床 分離H.infzu-

enzae 275株 の 検討 で はMIC80は0.78μg/mlで あ り,

400mg単 回 投 与 にお け る喀 痰 中濃 度 は2.78時 間後 で

0.018μg/mlとH.influenzaeのMIC80の40分 の1の

値 で あ ったD。No.6で は,H.influenzaeのMICは 測

定 で きて いな いがRIPM-AC1回200mg1日3回 投

与 で はMICを 越 え る喀 痰 内濃 度 が得 られずH.influ-

enzaeは 存 続 し,無 効 であ った と考え られる。

安全 性 に関 して は,副 作用,臨 床検 査値異常は認めら

れず,安 全 であ る と考え られた。

以上 の 結 果 よ り,RIPM-ACは,呼 吸 器感 染症に対

して 臨床 的有 用性 が期待 され る薬 剤 と考え られ る。
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Table 1 . Clinical results of ritipenem acoxil treatment

NF: normal flora ND: not done

Table 2. Laboratory findings before and after administration of ritipenem acoxil

B: before A: after ND: not done
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A newly developed oral penem antibiotic, ritipenem acoxil, was administered to 6 patients with

respiratory infections at a dose of 200 mg t.i.d orally, and the clinical efficacy and safety were

assessed.

The patients consisted of one with pneumonia and 5 with lower respiratory tract infections.

The clinical responses of the patients were "good" in 5 and "poor" in 1.

No adverse effects were observed.


